
「新時代に対応した高等学校改革推進事業（創造的教育方法実践プログラム　第３期）」
第２回実践発表・公開研究授業

実 施 日1

日　　程２

令和６年１０月２３日（水）・１０月２４日（木）

　令和６年１０月２４日（木）【２日目】
　　　　９：３０～１０：００　受付
　　　１０：００～１０：３０　日程説明・諸連絡
　　　１０：３０～１０：４０　移動
　　　１０：４０～１１：３０　公開研究授業①（創造的教育方法の授業実践）
　　　１１：３０～１１：５０　休憩
　　　１１：５０～１２：４０　公開研究授業②（総合的な探究の時間の活動実践）
　　　１２：４０～１３：３０　昼休み
　　　１３：３０～１４：５０　公開研究授業の協議会兼
　　　　　　　　　　　　　　　第２回糸高コンソーシアム会議
　　　１４：５０～　　　　　　閉会行事

②第２回実践発表会・公開授業

公開対象３ 福岡県教育委員会、福岡県教育センター、運営指導委員会、
糸高コンソーシアム委員、福岡県高等学校関係教職員、
県外文部科学省研究指定校、生徒保護者、関係事業関係者

（３年間の取りまとめ報告の様子） （文化庁次長合田哲雄氏の基調講演会の様子）

令和６年１０月２３日（水）【１日目】
　　１３：００～１３：３０　受付
　　１３：３０～１３：４０　開会行事
　　１３：４０～１４：５０　「創造的教育方法実践プログラム」
　　　　　　　　　　　　　　３年間の取りまとめ報告
　　１４：５０～１５：００　休憩
　　１５：００～１６：３０　基調講演会「講師：文化庁次長　合田哲雄　氏」
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研究授業者４

国語（現代の国語）

国語（古典探究）

地理歴史（地理総合）

数学（数学A）

数学（数学B）

理科（化学）

英語（英語コミュニケーションⅠ）

情報（情報活用）

教科（科目）

三苫　由美子

岩田　和江

古川　直子

中村　友美

神野　晋作

小森　純子

田附　大典

藤井　郁哉

塩本　祐紀

長江　一範

担当者

１年４組

２年５組

１年９組

１年２組

２年２組

２年４組

１年１組

２A教室（配信/対面）
２年８組（受信）

実施クラス

遠隔同時双方向型授業

同時双方向型授業

遠隔同時双方向型授業

遠隔同時双方向型授業

遠隔同時双方向型授業

遠隔同時双方向型授業

遠隔同時双方向型授業

遠隔同時双方向型授業
（OriHimeの活用）

研究授業の主たる取組
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創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
授
業
 
授
業
デ
ザ
イ
ン
案
 

実
施
日
：
令
和
６
年
１
０
月
２
４
日
 

教
科
 

地
理
歴
史
 

科
目
 

地
理
総
合
 

単
元
 
都
市
の
抱
え
る
問
題
 

実
施
学
級
 

１
年
９
組
 

実
施
教
室
 
１
年
９
組
 

授
業
者
 
神
野
 
晋
作
 

本
時
の
指
導
目
標
 

①
統
計
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
っ
た
基
づ
き
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
 

②
地
域
の
問
題
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
】
 

本
時
の
手
だ
て
 

①
統
計
資
料
の
読
み
取
り
を
行
い
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
思
考
力
を
育
む
。
 

②
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
を
支
え
る
べ
く
尽
力
し
て

い
る
当
事
者
の
声
を
聴
き
、
自
分
事
と
し
て
物
事
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
。
 

創
造
的
教
育
方
法
 

の
具
体
的
実
践
例
 

【
遠
隔
地
同
時
双
方
向
型
授
業
】【
教
科
等
横
断
型
授
業
】【
探
究
型
授
業
】
 

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
践
者
か

ら
聞
く
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
向
け
て
自
ら
考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
た
せ
る
。
 

学
 
習
 
の
 
展
 
開
 

学
習
活
動
 

●
生
徒
の
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

〇
教
員
に
よ
る
支
援
 
◎
手
だ
て
 

評
価
 

導 入  

１
１
：
５
０
～
１
１
：
５
５
 

＜
前
時
の
確
認
＞
 

●
様
々
な
都
市
問
題
に

つ
い
て
復
習
す
る
。
 

＜
到
達
目
標
の
確
認
＞
 

●
都
市
問
題
に
つ
い
て

関
心
を
も
つ
。
 

 〇
都
市
問
題
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

 
・
高
度
経
済
成
長
→
人
口
過
密
 

→
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
・
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
 

〇
糸
島
地
域
に
も
様
々
な
都
市
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気

付
け
る
よ
う
に
概
説
を
す
る
。 
 
 
 
（
５
分
）
 

 

展 開 ①  

１
１
：
５
５
～
１
２
：
１
０
 

●
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取

れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
て
考
え
る
（
ペ
ア
）
。 

●
経
営
者
の
立
場
で
考

え
る
。
 

    ●
自
分
た
ち
が
郊
外
に

居
住
し
て
い
た
場
合
、

そ
の
条
件
を
飲
め
る
の

か
考
え
る
（
ペ
ア
）
。 

〇
居
住
域
の
変
化
に
よ
っ
て
、
農
村
が
衰
退
し
郊
外
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
、
郊
外
地
域
の
お
か
れ
た
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
 

 〇
経
営
者
の
立
場
な
ら
路
線
バ
ス
を
ど
う
す
る
の
か
考

え
さ
せ
る
。
 

〇
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
 

・
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
病
院
の
閉
鎖
な
ど
生
活
イ
ン
フ

ラ
の
先
細
り
、
再
投
資
の
困
難
さ
に
起
因
 

・
富
山
市
の
モ
デ
ル
で
説
明
 

〇
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
 

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
打
ち
切
り
や
公
共
交
通
の
廃
止
な
ど

に
よ
っ
て
我
慢
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

理
解
さ
せ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （
１
５
分
）
 

統
計
デ
ー
タ
か
ら

読
み
取
っ
た
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い

て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
 

【
思
考
・
判
断
・

表
現
】
 

（
様
相
観
察
、
生

徒
発
表
内
容
）
 

 

展 開 ②  

１
２
：
１
０
～
１
２
：
２
０
 

●
糸
島
市
で
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
問
題
を
考
え

る
こ
と
で
、
課
題
を
自

分
事
化
す
る
。
 

●
校
区
別
人
口
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
に
着
色
す
る
。 

 

〇
糸
島
市
将
来
人
口
推
計
を
見
せ
る
。 

 
→
 
糸
島
市
も
１
万
人
以
上
人
口
が
減
少
。
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
の
流
れ
に
な
る
可
能
性
あ
り
。 

 〇
校
区
別
人
口
構
成
を
見
せ
る
。
 

 
→
 
郊
外
地
域
が
厳
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。 （
１
０
分
）
 

自
分
事
化
し
て
考

え
る
こ
と
が
で
き

る
 
【
思
考
・
判
断
・

表
現
】
 

（
様
相
観
察
）
 

展 開 ③  

１
２
：
２
０
～
１
２
：
３
５
 

   ●
話
を
聞
き
メ
モ
を
と

る
。 
    ●
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
。 

●
何
が
で
き
る
の
か
発

表
す
る
（
ペ
ア
）
。 

〇
現
在
の
生
活
を
守
る
に
は
必
要
な
も
の
を
挙
げ
る
。
 

・
昭
和
バ
ス
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
運
行
 

・
マ
ル
コ
ー
バ
リ
ュ
ー
の
移
動
販
売
車
 

◎
マ
ル
コ
ー
バ
リ
ュ
ー
幸
田
社
長
の
話
（
on
lin
e）
を
聞

か
せ
る
。
 

・
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
 

 
・
運
用
（
範
囲
・
頻
度
）
 

 
・
課
題
（
配
達
コ
ス
ト
（
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇
））
 

→
 
持
続
可
能
な
の
か
。 

〇
こ
の
よ
う
な
生
活
を
守
る
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

支
え
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。
 

 
・
納
税
の
大
切
さ
 

 
・
選
挙
 

 
・
マ
ル
コ
ー
バ
リ
ュ
ー
で
の
買
い
物
 
et
c…
 

→
 
考
え
続
け
る
姿
勢
が
大
切
 
 
 
（
１
５
分
）
 

         自
分
事
化
し
て
何

が
で
き
る
の
か
真

剣
に
考
え
て
い
る
 

【
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態

度
】（
様
相
観
察
） 

ま と め  

１
２
：
３
５
～
１
２
：
４
０
 

考
え
た
こ
と
の
整
理
 

●
感
想
を
書
く
。
 

 〇
感
想
を
書
か
せ
る
。
 

・
学
ん
だ
こ
と
 

・
考
え
た
こ
と
 

・
自
分
事
で
き
た
か
 

〇
教
員
の
願
い
。 

・
１
８
歳
成
人
を
目
途
に
成
長
し
て
ほ
し
い
 

・
糸
高
志
学
を
通
し
て
探
求
す
る
姿
勢
を
伸
ば
し
て

ほ
し
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （
５
分
）
 

   

生 徒 の  

感 情 曲 線  

 
 

 
 

 

導
入
 

展
開
①
 

展
開
②
 

展
開
③
 

ま
と
め
 

０
分
 

５
分
 

２
０
分
 

３
０
分
 

４
５
分
 

創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
授
業
 
授
業
デ
ザ
イ
ン
案
 

実
施
日
：
令
和
６
年
１
０
月
２
４
日
 

教
科
 

数
学

 
科
目
 

 
 

数
学
A

 
単
元
 
 
 
 

場
合
の
数
と
確
率

 
実
施
学
級
 

 １
年
２
組

 
実
施
教
室
 
 １
年
２
組

 
授
業
者
 
 
 
 
 

小
森

 
純
子

 

本
時
の
指
導
目
標
 

日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
に
対
す
る
判
断
や
意
思
決
定
に
お
い
て
、
確
率
が
有

用
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
事
象
を
数
学
的
に
解
釈
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
。【
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等
】
 

本
時
の
手
だ
て
 

モ
デ
ル
化
し
た
確
率
の
問
題
を
解
く
こ
と
で
、
高
校
で
学
ぶ
確
率
が
、
生
物
の
進
化
を

理
解
す
る
上
で
役
立
つ
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。
 

創
造
的
教
育
方
法
 

の
具
体
的
実
践
例
 

【
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
】【
教
科
横
断
型
授
業
】【
探
究
型
授
業
】
 

外
部
と
同
時
双
方
向
型
通
信
を
行
い
、
大
学
で
の
学
び
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
で
、
主

体
的
・
対
話
的
な
深
い
学
び
を
促
す
。
 

学
 
習
 
の
 
展
 
開
 

学
習
活
動
 

●
生
徒
の
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

〇
教
員
に
よ
る
支
援
 
◎
手
だ
て
 

評
価
 

導 入  

確
率
の
乗
法
定
理
の
復
習
 

●
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
解

く
。
 

〇
プ
リ
ン
ト
の
空
欄
を
埋
め
さ
せ
、
前
時
の
学
習
内

容
を
確
認
さ
せ
る
。
 

 
（
１
０
分
）
  

展 開 １    

確
率
か
ら
見
た
生
物
の
進

化
に
つ
い
て
学
習
 

●
同
時
双
方
向
型
通
信
を

行
い
、
生
物
の
進
化
に

つ
い
て
学
ぶ
。
 

 

〇
事
前
に
「
確
率
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
内
容
を
考
え

さ
せ
る
。
 

◎
同
時
双
方
向
型
通
信
を
用
い
て
、
外
部
人
材
を
活

用
し
、
生
物
の
進
化
に
お
け
る
確
率
の
考
え
方
を

知
る
こ
と
で
、
確
率
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
 

(１
５
分
）
  

展 開 ２  

問
題
演
習
を
行
う
 

●
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
解

き
、
得
ら
れ
た
値
の
意

味
を
考
え
る
。
 

○
講
義
の
内
容
を
受
け
、
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
解
く

こ
と
で
、
生
命
の
維
持
と
確
率
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
 

○
W
eb
ア
プ
リ
「
D
ES
M
O
S」
を
使
っ
て
、
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
の
変
化
に
よ
っ
て
生
き
残
り
の
確
率
が

変
化
す
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （
１
５
分
）
  

ま と め  

高
校
の
学
び
の
先
を
見
る
 

●
本
時
の
授
業
を
受
け

て
、
確
率
に
対
す
る
認

識
が
ど
う
変
化
し
た
か

を
振
り
返
る
。
 

●
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
記
入

す
る
。
 

○
現
代
の
世
界
が
、
い
く
つ
も
の
確
率
の
乗
法
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
 

○
今
の
学
問
の
先
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
興
味
関

心
の
幅
を
広
げ
、
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
、
主
体

的
に
考
え
さ
せ
る
。
 

○
授
業
に
よ
る
考
え
方
の
変
化
を
認
識
す
る
。
 

（
１
０
分
）
 本
日
学
ん
だ
事
柄
を
通

し
て
、
事
象
を
数
学
的

に
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

【
思
考
・
判
断
・
表
現
】

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

生 徒 の  

感 情 曲 線  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

０
分
 

１
０
分
 

２
０
分
 

３
０
分
 

４
０
分
 

５
０
分
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創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
授
業
 
授
業
デ
ザ
イ
ン
案
 

実
施
日
：
令
和
６
年
１
０
月
２
４
日
 

教
科
 

数
学

 
科
目
 

 
 

数
学
A

 
単
元
 
 
 
 

場
合
の
数
と
確
率

 
実
施
学
級
 

 １
年
２
組

 
実
施
教
室
 
 １
年
２
組

 
授
業
者
 
 
 
 
 

小
森

 
純
子

 

本
時
の
指
導
目
標
 

日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
に
対
す
る
判
断
や
意
思
決
定
に
お
い
て
、
確
率
が
有

用
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
事
象
を
数
学
的
に
解
釈
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
。【
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等
】
 

本
時
の
手
だ
て
 

モ
デ
ル
化
し
た
確
率
の
問
題
を
解
く
こ
と
で
、
高
校
で
学
ぶ
確
率
が
、
生
物
の
進
化
を

理
解
す
る
上
で
役
立
つ
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。
 

創
造
的
教
育
方
法
 

の
具
体
的
実
践
例
 

【
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
】【
教
科
横
断
型
授
業
】【
探
究
型
授
業
】
 

外
部
と
同
時
双
方
向
型
通
信
を
行
い
、
大
学
で
の
学
び
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
で
、
主

体
的
・
対
話
的
な
深
い
学
び
を
促
す
。
 

学
 
習
 
の
 
展
 
開
 

学
習
活
動
 

●
生
徒
の
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

〇
教
員
に
よ
る
支
援
 
◎
手
だ
て
 

評
価
 

導 入  

確
率
の
乗
法
定
理
の
復
習
 

●
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
解

く
。
 

〇
プ
リ
ン
ト
の
空
欄
を
埋
め
さ
せ
、
前
時
の
学
習
内

容
を
確
認
さ
せ
る
。
 

 
（
１
０
分
）
  

展 開 １    

確
率
か
ら
見
た
生
物
の
進

化
に
つ
い
て
学
習
 

●
同
時
双
方
向
型
通
信
を

行
い
、
生
物
の
進
化
に

つ
い
て
学
ぶ
。
 

 

〇
事
前
に
「
確
率
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
内
容
を
考
え

さ
せ
る
。
 

◎
同
時
双
方
向
型
通
信
を
用
い
て
、
外
部
人
材
を
活

用
し
、
生
物
の
進
化
に
お
け
る
確
率
の
考
え
方
を

知
る
こ
と
で
、
確
率
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
 

(１
５
分
）
  

展 開 ２  

問
題
演
習
を
行
う
 

●
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
解

き
、
得
ら
れ
た
値
の
意

味
を
考
え
る
。
 

○
講
義
の
内
容
を
受
け
、
プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
解
く

こ
と
で
、
生
命
の
維
持
と
確
率
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
 

○
W
eb
ア
プ
リ
「
D
ES
M
O
S」
を
使
っ
て
、
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
の
変
化
に
よ
っ
て
生
き
残
り
の
確
率
が

変
化
す
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （
１
５
分
）
  

ま と め  

高
校
の
学
び
の
先
を
見
る
 

●
本
時
の
授
業
を
受
け

て
、
確
率
に
対
す
る
認

識
が
ど
う
変
化
し
た
か

を
振
り
返
る
。
 

●
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
記
入

す
る
。
 

○
現
代
の
世
界
が
、
い
く
つ
も
の
確
率
の
乗
法
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
 

○
今
の
学
問
の
先
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
興
味
関

心
の
幅
を
広
げ
、
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
、
主
体

的
に
考
え
さ
せ
る
。
 

○
授
業
に
よ
る
考
え
方
の
変
化
を
認
識
す
る
。
 

（
１
０
分
）
 本
日
学
ん
だ
事
柄
を
通

し
て
、
事
象
を
数
学
的

に
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

【
思
考
・
判
断
・
表
現
】

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

生 徒 の  

感 情 曲 線  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

０
分
 

１
０
分
 

２
０
分
 

３
０
分
 

４
０
分
 

５
０
分
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創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
授
業
 
授
業
デ
ザ
イ
ン
案
 

実
施
日
：
令
和
６
年
１
０
月
２
４
日
  

 
 

教
科
 

数
学
 

科
目
 

数
学
B 

単
元
 
数
列
 

実
施
学
級
 
2
年
2
組
 

実
施
教
室
 
2
年
2
組

 
授
業
者
 
田
附
 
大
典
 

本
時
の
指
導
目
標
 

・
等
差
数
列
、
等
比
数
列
の
漸
化
式
か
ら
一
般
項
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
知
識
及
び
技
能
】
 

・
数
列
の
考
え
を
用
い
て
、
現
実
の
生
物
に
関
す
る
事
象
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
 

本
時
の
手
だ
て
 

・
バ
ク
テ
リ
ア
の
個
体
数
や
細
胞
分
裂
に
つ
い
て
漸
化
式
を
考
え
さ
せ
る
。
 

・
外
部
講
師
の
講
演
を
聴
い
て
、
生
物
と
数
列
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
。
 

創
造
的
教
育
方
法
 

の
具
体
的
実
践
例
 

【
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
】【
教
科
横
断
型
授
業
】【
探
求
型
授
業
】
 

漸
化
式
の
導
入
の
授
業
に
お
い
て
、
生
物
の
内
容
（
第
７
章
 
生
物
群
集
と
生
態
系
）
と
連

携
し
現
実
の
生
物
の
個
体
数
を
数
列
で
表
す
こ
と
で
数
学
の
よ
さ
を
実
感
さ
せ
る
。
 

学
 
習
 
の
 
展
 
開
 

学
習
活
動
 

●
生
徒
の
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

〇
教
員
に
よ
る
支
援
 
◎
手
だ
て
 

評
価
 

導 入  

数
列
の
前
後
の
項
に
注
目
し
た

式
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

●
漸
化
式
か
ら
数
列
の
各
項
を

求
め
る
。
 

    漸
化
式
か
ら
数
列
の
一
般
項
を

求
め
る
。
 

●
等
比
数
列
、
等
差
数
列
の
例

か
ら
漸
化
式
を
作
る
。
 

●
漸
化
式
か
ら
一
般
項
を
求
め

る
練
習
問
題
を
解
く
。
 

     

          〇
等
差
数
列
と
等
比
数
列
で
は
公
差
や
公
比
に

注
目
し
て
前
後
の
項
の
関
係
を
考
察
す
る
よ
う

に
促
す
。
 

       
（
１
０
分
）
 

         与
え
ら
れ
た
条
件
か
ら
一

般
項
が
求
め
ら
れ
る
。
 

【
知
識
・
技
能
】（
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
記
述
分
析
、
様

相
観
察
）
 

練
習
１
 
次
の
条
件
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
数
列
{
}の
第
2
項
か
ら
第
5
項
を
求
め
よ
。
 

(1
) 

1
=
1，

=
－
5 
  
  
  
 (2
) 

1
=
2，

=
3
+
2 

 練
習
２
 
次
の
条
件
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
数
列
{
}の
一
般
項
を
求
め
よ
。
 

(1
) 

1
=
2，

=
+
3 
  
  
  
 (2
) 

1
=
2，

=
－5

 

 

展 開  

漸
化
式
を
自
分
で
作
る
問
題
に

取
り
組
む
。
 

●
等
差
数
列
型
 

   ●
等
比
数
列
型
 

       ●
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列
型
 

               

           ◎
生
物
（
バ
ク
テ
リ
ア
、
細
胞
分
裂
）
の
個
体

数
を
既
習
の
内
容
に
帰
着
さ
せ
て
漸
化
式
で
表

現
さ
せ
る
。
 

   
           

 
（
１
５
分
）
 

 

展 開  

●
外
部
講
師
の
講
演
を
聴
く
。
 

 ●
講
演
を
聴
き
な
が
ら
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
メ
モ
を
と
り
、
興
味

の
あ
る
と
こ
ろ
を
明
確
に
す

る
。
 

◎
外
部
と
通
信
を
つ
な
げ
、
外
部
講
師
に
生
物

と
数
列
の
関
係
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
っ
て
も

ら
う
。
 

①
バ
ク
テ
リ
ア
の
個
体
数
に
つ
い
て
 

②
環
境
の
変
化
に
よ
る
バ
ク
テ
リ
ア
の
個
体
数

の
変
動
に
つ
い
て
 

③
体
内
時
計
の
モ
デ
ル
と
漸
化
式
に
つ
い
て
 

（
２
０
分
）
 

 

問
題
１
 
あ
る
高
校
は
毎
年
38
0
人
が
卒
業
し
て
い
る
。初
年
度
の
卒
業
生
を
38
0
人
と
し

て
卒
業
生
の
人
数
が
満
た
す
漸
化
式
を
作
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
般
項
を
求
め
よ
。
 

 問
題
２
 
あ
る
バ
ク
テ
リ
ア
は
1
時
間
で
2
匹
に
分
裂
す
る
。初
期
状
態
を
1
匹
と
し
て
こ

の
バ
ク
テ
リ
ア
の
1
時
間
ご
と
の
個
体
数
に
つ
い
て
漸
化
式
を
作
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
般
項

を
求
め
よ
。
 

 問
題
３
 
あ
る
細
胞
は
元
と
な
る
幹
細
胞
か
ら
細
胞
分
裂
し
て
2
時
間
後
に
成
熟
し
、
毎
時

間
細
胞
分
裂
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
今
、
分
裂
し
た
ば
か
り
の
細
胞
が
1
つ
あ
る
と
き
に

次
の
表
を
完
成
さ
せ
、
12
時
間
後
の
細
胞
の
数
を
求
め
よ
。
ま
た
、
表
や
計
算
結
果
を
元
に

細
胞
の
合
計
数
に
つ
い
て
の
漸
化
式
を
求
め
よ
。
 

 
分
裂
し
た
ば
か

り
の
細
胞
 

1
時
間
経
過
 

2
時
間
以
上
経
過
 

合
計
 

0
時
間
 

1 
0 

0 
1 

1
時
間
後
 

0 
1 

0 
1 

2
時
間
後
 

1 
0 

1 
2 

3
時
間
後
 

 
1 

 
 

4
時
間
後
 

 
 

 
 

5
時
間
後
 

 
 

 
 

6
時
間
後
 

 
 

 
 

 問
題
２
 　
 あ
る
バ
ク
テ
リ
ア
は
 1 
時
間
で
 2 
匹
に
分
裂
す
る
。
初
期
状
態
を
 1 
匹
と
し
て
こ

の
バ
ク
テ
リ
ア
の
 1 
時
間
ご
と
の
個
体
数
に
つ
い
て
漸
化
式
を
作
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
般
項

を
求
め
よ
。

 

G
oo

gl
e
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G
oo

gl
e
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創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
授
業
 
授
業
デ
ザ
イ
ン
案
 

実
施
日
：
令
和
６
年
１
０
月
２
４
日
  

教
科
 

理
科

 
科
目
 

化
学

 
単
元
 

気
体

 
実
施
学
級
 

2
年
４
組
 

実
施
教
室
 
2
年
４
組
 

 
授
業
者
 
藤
井

 
郁
哉

 

本
時
の
指
導
目
標
 

与
え
ら
れ
た
気
体
の
物
質
量
か
ら
、
そ
の
物
質
量
の
条
件
に
合
う
温
度
・
圧
力
の
関
係

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。【
知
識
及
び
技
能
】
 

求
め
た
温
度
・
圧
力
の
関
係
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
地
域
・
環
境
が
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
候
補
地
と
な
る
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
 

本
時
の
手
だ
て
 

分
圧
の
法
則
や
気
体
の
状
態
方
程
式
を
用
い
て
与
え
ら
れ
た
条
件
か
ら
必
要
な
情
報
を

導
き
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
候
補
地
を
探
せ
る
。
 

創
造
的
教
育
方
法
 

の
具
体
的
実
践
例
 

【
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
】【
教
科
等
横
断
型
授
業
】【
探
究
型
授
業
】
 

【
G
oo
gle
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】【
IC
T
教
材
の
利
用
】
 

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
専
門
の
方
と
繋
ぎ
、
話
を
聞
く
こ
と
で
、
そ
の
内
容
を
通
じ
て
化

学
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
化
学
が
別
の
分
野
に
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。

そ
の
感
覚
を
も
と
に
、
生
活
の
中
で
自
分
な
り
に
理
科
的
な
疑
問
を
持
つ
こ
と
を
促
す
こ

と
を
目
指
す
。
 学
 
習
 
の
 
展
 
開
 

学
習
活
動
 

●
生
徒
の
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

〇
教
員
に
よ
る
支
援
 
◎
手
だ
て
 

評
価
 

導 入  

●
外
部
講
師
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を

受
講
す
る
。（
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
有
用

性
と
適
し
た
酸
素
濃

度
に
つ
い
て
）
 

〇
補
助
資
料
が
必
要
で
あ
れ
ば
用
意
す
る
。
 

◎
G
oo
gle
ミ
ー
ト
を
用
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、

よ
く
耳
に
す
る
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
科
学
的
に
体
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
理
科
的
な
視
点
で

考
え
る
契
機
と
す
る
。
 

 
 

（
１
５
分
）
 

 

展 開  

●
今
回
行
う
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

 ●
気
体
の
状
態
方
程

式
と
分
圧
の
法
則
を

確
認
す
る
。
 

     

〇
そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
全
体
で
確
認
す
る
。
 

  ◎
Po
we
rP
oi
nt
を
用
い
て
、
全
体
で
公
式
の
確
認
を

行
な
わ
せ
る
。
 

※
具
体
例
と
し
て
、
地
上
で
の
酸
素
の
物
質
量
を
求
め

さ
せ
る
。
 

(大
気
圧
=
1.0
×
10
5 P
a,気
温
27
℃
 呼
吸
量
50
0m
L,
 

気
体
定
数
R=
8.3
×
10
3 P
a·
L
m
ol
·K

⁄
) 

 

          

 

(
)

P/
T 

 

 

 

 

 
 

 

 

G
oo

gl
e 

Ea
rth

 
 

 
 

 

 
    

G
oo

gl
e 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

(
)

P/
T 

 

 

 

 

 
 

 

 

G
oo

gl
e 

Ea
rth

 
 

 
 

 

 
    

G
oo

gl
e 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
授
業
 
授
業
デ
ザ
イ
ン
案
 

実
施
日
：
令
和
６
年
１
０
月
２
４
日
 

 
 

 
教
科
 

外
国
語
（
英
語
）
 

科
目
 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
 

単
元
 
方
言
 

実
施
学
級
 
１
年
１
組
 

実
施
教
室
 
1
年
1
組

 
授
業
者
 
塩
本
 
祐
紀
 

本
時
の
指
導
目
標
 

①
自
身
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
方
言
や
、
ア
メ
リ
カ
の
方
言
に
つ
い
て
、
英
語
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。【
知
識
及
び
技

能
】
 

②
発
表
を
聞
い
て
考
え
た
こ
と
を
英
語
で
ま
と
め
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
。【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
 

本
時
の
手
だ
て
 

①
他
の
地
域
に
あ
る
高
校
と
遠
隔
で
同
時
に
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
異
文
化
交
流

の
場
と
す
る
。
 

②
他
の
地
域
に
あ
る
高
校
の
N
ET
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
方
言
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
英
語
の
方
言
に
つ
い
て
学
び
を
促
す
。
 

創
造
的
教
育
方
法
 

の
具
体
的
実
践
例
 

【
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
】【
探
求
型
授
業
】【
教
科
等
横
断
型
授
業
】
 

【
G
oo
gle
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】【
外
部
の
人
的
資
源
の
活
用
】
 

遠
隔
同
時
双
方
向
型
通
信
を
用
い
る
こ
と
で
、
外
部
と
交
流
す
る
機
会
を
設
け
、
知
見

を
広
め
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
英
語
に
お
け
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
契
機
と
す
る
。
 

学
 
習
 
の
 
展
 
開
 

学
習
活
動
 

●
生
徒
の
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

〇
教
員
に
よ
る
支
援
 
◎
手
だ
て
 

評
価
 

導 入  

●
本
時
の
活
動
、
到
達
目
標
の
確

認
を
す
る
。
 

 

○
目
標
を
提
示
し
、
W
ar
m
-u
p
で
英
語

の
授
業
の
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
。
 

（
５
分
）
 

 

展 開 １  

「
自
身
が
住
む
地
域
の
方
言
」
の

紹
介
 

 ●
大
阪
府
立
香
里
丘
高
等
学
校
と

M
ee
tを
通
し
て
挨
拶
を
す
る
。
 

 ●
香
里
丘
高
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ

と
本
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ
は
全

体
の
前
で
発
表
を
す
る
。
 

 ●
聞
き
手
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記

入
を
す
る
。
 

  

   〇
全
体
の
様
相
観
察
を
行
い
、
通
信
機
器

の
操
作
補
助
を
す
る
。
 

 〇
話
し
手
に
は
、
相
手
の
反
応
を
見
な
が

ら
説
明
を
す
る
よ
う
伝
え
る
。
 

    
（
２
０
分
）
 

      英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
正
し
く
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
知
識
・
技
能
】
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

展 開 ２  

●
大
阪
府
立
香
里
丘
高
等
学
校

N
ET
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
講
評
を
聞
く
。
 

 ●
工
夫
す
べ
き
点
を
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
記
入
す
る
。
 

●
N
ET
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
方
言

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
聞
く
。
 

●
質
問
を
し
た
い
生
徒
は
、
英
語

で
質
問
を
す
る
。
 

●
大
阪
府
立
香
里
丘
高
校
に
挨
拶

を
す
る
。
 

◎
生
徒
の
発
表
に
関
し
て
海
外
の
視
点
か

ら
助
言
を
も
ら
う
こ
と
で
、
今
後
の
言

語
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
と
す

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 （
８
分
）
 

  〇
ア
メ
リ
カ
の
方
言
に
つ
い
て
、
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
話
を
聞
く
よ
う
促
す
。
 

    
（
１
２
分
）
 

      英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
正
し
く
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
知
識
・
技
能
】
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

ま と め  

●
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
記
入
し
、

本
時
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を

ペ
ア
に
伝
え
る
。
 

〇
分
か
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
書
く

よ
う
伝
え
る
。
 
 
 
  

〇
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
た
こ
と
を
ペ
ア

に
英
語
で
伝
え
る
よ
う
促
す
。
 

  
（
５
分
）
 

発
表
を
聞
い
て
考
え
た

こ
と
を
英
語
で
ま
と

め
、
相
手
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

【
思
考
・
判
断
・
表
現
】
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

生 徒 の  

感 情 曲 線  

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

５
０
分
 

０
分
 

５
分
 

３
０
分
 

４
５
分
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(
)

P/
T 

 

 

 

 

 
 

 

 

G
oo

gl
e 

Ea
rth

 
 

 
 

 

 
    

G
oo

gl
e 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
授
業
 
授
業
デ
ザ
イ
ン
案
 

実
施
日
：
令
和
６
年
１
０
月
２
４
日
 

 
 

 
教
科
 

外
国
語
（
英
語
）
 

科
目
 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
 

単
元
 
方
言
 

実
施
学
級
 
１
年
１
組
 

実
施
教
室
 
1
年
1
組

 
授
業
者
 
塩
本
 
祐
紀
 

本
時
の
指
導
目
標
 

①
自
身
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
方
言
や
、
ア
メ
リ
カ
の
方
言
に
つ
い
て
、
英
語
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。【
知
識
及
び
技

能
】
 

②
発
表
を
聞
い
て
考
え
た
こ
と
を
英
語
で
ま
と
め
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
。【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
 

本
時
の
手
だ
て
 

①
他
の
地
域
に
あ
る
高
校
と
遠
隔
で
同
時
に
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
異
文
化
交
流

の
場
と
す
る
。
 

②
他
の
地
域
に
あ
る
高
校
の
N
ET
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
方
言
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
英
語
の
方
言
に
つ
い
て
学
び
を
促
す
。
 

創
造
的
教
育
方
法
 

の
具
体
的
実
践
例
 

【
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
】【
探
求
型
授
業
】【
教
科
等
横
断
型
授
業
】
 

【
G
oo
gle
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】【
外
部
の
人
的
資
源
の
活
用
】
 

遠
隔
同
時
双
方
向
型
通
信
を
用
い
る
こ
と
で
、
外
部
と
交
流
す
る
機
会
を
設
け
、
知
見

を
広
め
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
英
語
に
お
け
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
契
機
と
す
る
。
 

学
 
習
 
の
 
展
 
開
 

学
習
活
動
 

●
生
徒
の
活
動
 

指
導
上
の
留
意
点
 

〇
教
員
に
よ
る
支
援
 
◎
手
だ
て
 

評
価
 

導 入  

●
本
時
の
活
動
、
到
達
目
標
の
確

認
を
す
る
。
 

 

○
目
標
を
提
示
し
、
W
ar
m
-u
p
で
英
語

の
授
業
の
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
。
 

（
５
分
）
 

 

展 開 １  

「
自
身
が
住
む
地
域
の
方
言
」
の

紹
介
 

 ●
大
阪
府
立
香
里
丘
高
等
学
校
と

M
ee
tを
通
し
て
挨
拶
を
す
る
。
 

 ●
香
里
丘
高
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ

と
本
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ
は
全

体
の
前
で
発
表
を
す
る
。
 

 ●
聞
き
手
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記

入
を
す
る
。
 

  

   〇
全
体
の
様
相
観
察
を
行
い
、
通
信
機
器

の
操
作
補
助
を
す
る
。
 

 〇
話
し
手
に
は
、
相
手
の
反
応
を
見
な
が

ら
説
明
を
す
る
よ
う
伝
え
る
。
 

    
（
２
０
分
）
 

      英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
正
し
く
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
知
識
・
技
能
】
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

展 開 ２  

●
大
阪
府
立
香
里
丘
高
等
学
校

N
ET
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
講
評
を
聞
く
。
 

 ●
工
夫
す
べ
き
点
を
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
記
入
す
る
。
 

●
N
ET
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
方
言

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
聞
く
。
 

●
質
問
を
し
た
い
生
徒
は
、
英
語

で
質
問
を
す
る
。
 

●
大
阪
府
立
香
里
丘
高
校
に
挨
拶

を
す
る
。
 

◎
生
徒
の
発
表
に
関
し
て
海
外
の
視
点
か

ら
助
言
を
も
ら
う
こ
と
で
、
今
後
の
言

語
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
と
す

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 （
８
分
）
 

  〇
ア
メ
リ
カ
の
方
言
に
つ
い
て
、
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
話
を
聞
く
よ
う
促
す
。
 

    
（
１
２
分
）
 

      英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
正
し
く
聞
き

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
知
識
・
技
能
】
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

ま と め  

●
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
記
入
し
、

本
時
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を

ペ
ア
に
伝
え
る
。
 

〇
分
か
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
書
く

よ
う
伝
え
る
。
 
 
 
  

〇
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
た
こ
と
を
ペ
ア

に
英
語
で
伝
え
る
よ
う
促
す
。
 

  
（
５
分
）
 

発
表
を
聞
い
て
考
え
た

こ
と
を
英
語
で
ま
と

め
、
相
手
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

【
思
考
・
判
断
・
表
現
】
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
 

生 徒 の  

感 情 曲 線  

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

５
０
分
 

０
分
 

５
分
 

３
０
分
 

４
５
分
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6．今後の展望
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　糸高未来構造部の糸高志学課、研修開発課、
ICT・情報科で協議し、今後継続する事業や取
組について検討した。遠隔同時双方向型授業を
活用した普通授業及び総合的な探究の時間（糸
高志学）は糸高プラットフォームが整備できた
ため、継続する。また、看護・医療系クラスの
カリキュラム開発は第３期も円滑に実施でき
ているため、継続する。
　しかし、主として教員の負担感が大きい国際
交流事業やアセスメント調査・集計、論理コミュ
ニケーション、実践発表会などは研究指定校
だったからこそできた部分が多分に含まれて
いるため、今後どのようにするのか職員全体で
協議する必要がある。

1 創造的教育方法実践プログラムで実施した
項目についての評価

2 来年度に継続する事業の提案
〈３つの柱〉

※継続適性は以下の項目で評価しました。

継続適性区分

〇/〇/〇
評価〇

〇/〇/△
評価〇

〇/△/〇
評価〇

×/△/△
評価×

△/〇/〇
評価〇

〇/△/〇
評価〇

授業

授業

授業

授業

全般

全般

事業内容

医療・看護系クラスの実習

遠隔同時双方向型授業の方法

ｅラーニング

非認知能力アセスメント

県下最大のネットワーク環境

糸高プラットフォーム
（人材バンクを含む）

県下最大のネットワークを生かした
遠隔同時双方向型授業

継続適性区分

×/△/×
評価×

×/〇/×
評価△

〇/〇/△
評価〇

△/〇/×
評価△

〇/〇/△
評価〇

×/△/△
評価×

総探

総探

総探

総探

総探

全般

事業内容

論理コミュニケーション

韓国瑞甸高校との交流

韓国仁徳科学技術高校との交流

企業連携事業
（プロジェクションマッピング等）

地域連携事業
（OBを活用した総探）

外部に向けた実践発表会等

評価
項目

評価
基準

費用対効果/広報的効果/時間対効果

◯△×の三段階で評価
◯…期待を上回る
△…期待通り　　
×…期待を下回る

※運用方法は要検討
例）各教科が年内に１回は導入し、研修開発課
で、遠隔同時双方向型授業の研究授業を設定す
るなど、ノウハウは残しつつ状況に応じて対応
する。

糸高プラットフォーム（人材バンク）を
生かした外部の人的資源の活用

※運用方法は要検討
例）人材バンクを活用するマニュアルを作成し、
糸高志学で活用したい先生や生徒が利用する。

基礎学力の定着と学習時間の確保のための
eラーニングの導入

※導入方法例
学習時間の確保と学力の定着を目的として、
１学年全員に導入し、２・３年生については希
望制にする。
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6．今後の展望
（１）実践発表チラシ
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（２）実践発表の様子

１日目の全体発表会（令和６年１０月２３日）

２日目の公開研究授業（令和６年１０月２４日）
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（３）国際交流事業

韓国仁徳科学技術高等学校 韓国瑞甸高等学校
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韓国瑞甸高等学校
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令
和
６
年
度

新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
推
進
事
業
（
創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

【
福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校
】
構
想
名
「
創
：
糸
島
グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
」

管
理

機
関

名
：

福
岡

県
教

育
委

員
会

構
想
の
概
要

１
）
感
染
症
や
災
害
の
発
生
等
の
非
常
時
に
お
い
て
も
、
学
び
を
止
め
な
い

学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
証
と
再
構
築
の
検
討

２
）
遠
隔
同
時
双
方
向
型
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
教
科
等
横

断
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
創
造
と
実
践

３
）
高
校
教
員
が
国
内
外
の
研
究
者
や
人
材
と
自
由
に
協
働
で
き
る
連
携
協

力
体
制
の
構
築

望
ま
し
い
成
果
目
標

１
）
eラ
ー
ニ
ン
グ
・
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
備
さ
れ
る
。

２
）
Zo
om
や
Go
og
le
M
ee
tを
活
用
し
た
教
科
等
横
断
型
授
業
が
通
常

授
業
の
中
で
計
画
的
に
導
入
・
実
践
さ
れ
る
。

３
）
高
校
教
員
が
外
部
の
人
的
資
源
と
協
働
で
き
る
連
携
協
力
体
制
が

構
築
さ
れ
る
。

取
組
状
況
と
成
果

１
）
eラ
ー
ニ
ン
グ
・
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
備
さ
れ
る
。

評
価

(１
)

校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

➡
LB
O（
Lo
ca
lB
re
ak
 O
ut
）
に
よ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
介
さ
な
い
通
信

➡
１
２
Gb
ps
回
線
契
約
に
よ
る
通
信
速
度
１
Gb
ps
の
実
現

◎

(２
)

ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
を
活
用
し
た
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

➡
平
均
利
活
用
41
.1
％
、
年
間
2回
の
到
達
度
テ
ス
ト
を
実
施

➡
Ed
vP
at
hア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
非
認
知
能
力
測
定
で
利
用
生
徒
の
学
習

意
欲
向
上
を
確
認

〇

２
）
Zo
om
や
Go
og
le
M
ee
tを
活
用
し
た
教
科
等
横
断
型
授
業
が
通
常
授
業
の
中
で

計
画
的
に
導
入
・
実
践
さ
れ
る
。

３
）
高
校
教
員
が
外
部
の
人
的
資
源
と
協
働
で
き
る
連
携
協
力
体
制
が
構
築
さ
れ
る
。

評
価

(１
)

遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
の
公
開
研
究
授
業
を
実
施

➡
国
語
科
、
地
理
歴
史
科
、
数
学
科
、
理
科
、
外
国
語
科
（
英
語
）
で
外
部
の

人
的
資
源
（
九
州
大
学
、
専
門
機
関
等
）
を
活
用
し
た
遠
隔
同
時
双
方
向
型

授
業
を
実
施

➡
情
報
科
の
授
業
で
Or
iH
im
eを
活
用
し
た
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
を
実
施

➡
論
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
全
ク
ラ
ス
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
を
実
施

◎

(２
)

国
際
交
流
事
業

➡
韓
国
瑞
甸
高
等
学
校
、
韓
国
仁
徳
科
学
技
術
高
等
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

〇

(３
)

企
業
連
携
事
業
・
地
域
連
携
事
業

➡
株
式
会
社
ラ
ン
ハ
ン
シ
ャ
の
協
力
を
得
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
作
成
・
発
表

➡
Em
be
dS
oc
ia
lJ
ap
an
株
式
会
社
、
合
同
会
社
ba
si
cm
at
hの
協
力
を
得
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
糸
島
の
観
光
分
析
を
実
施
し
、

第
10
回
高
校
生
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
場

➡
糸
島
高
校
OB
の
協
力
を
得
て
、
棚
田
を
用
い
た
農
業
に
関
す
る
探
究
活
動

を
実
施
し
、
第
10
回
高
校
生
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
場

◎

(４
)

研
究
指
定
校
同
士
の
交
流
事
業

➡
宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校
と
の
メ
タ
バ
ー
ス
交
流

➡
佐
賀
県
立
伊
万
里
実
業
高
等
学
校
農
林
科
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

◎

(５
)

糸
高
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

➡
人
材
バ
ン
ク
の
構
築
と
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
活
用

➡
看
護
・
医
療
系
ク
ラ
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

◎

２
０
３
０
年
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る

今
後
の
課
題

研
究
指
定
が
終
了
後
に
何
を
残
す
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
の
取
組

を
継
続
す
る
『
三
つ
の
柱
』
を
設
定
し
た
。

県
下
最
大
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業

①
遠
隔
同
時
双
方
向
型
授
業
の
研
究
授
業
を
各
教
科
で
実
施
す
る
。

糸
高
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
生
か
し
た
外
部
の
人
的
資
源
の
活
用

②
人
材
バ
ン
ク
を
利
用
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
総
合
的
な
探
究

の
時
間
（
糸
高
志
学
）
で
生
徒
・
教
員
が
利
用
す
る
。

基
礎
学
力
の
定
着
と
学
習
時
間
の
確
保
の
た
め
の
eラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入

③
学
習
時
間
の
確
保
と
学
力
の
定
着
を
目
的
と
し
て
、
教
務
部
と
連
携
し

て
計
画
・
導
入
す
る
。
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（４）第10回高校生国際シンポジウム
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